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                     例会日 ２０１６．３．１ 累計№１３９７  当年№３１ 

ＨＰ:http://www.sajo-nrc.org         ＡＤ：north@sanjo-nrc.org 

会長挨拶：外山 晴一会長       

（戦後日本のロータリークラブの再建） 

戦後間もない 1946年 1月

に東京水曜クラブからＧ

ＨＱ（連合国軍最高司令

官総司令部）を通じてＲ

Ｉ復帰要望書がＲＩに出

された。ＲＩ復帰が許さ

れたのは 1949年 3月で東

京ロータリークラブをは

じめとして 34クラブ、会員数は 849名で戦後日

本のロータリークラブは始まった。 

東京ロータリークラブのＲＩ復帰のチャーター

伝達式は 1949年 4月 27日に行われた。ＧＨＱ

のマッカーサー元帥から祝辞が寄せられ、当時

の吉田首相が出席して挨拶している。マッカー

サー元帥は後に東京ロータリークラブ名誉会長

にもなっている。復帰時の会長、幹事は日本人

であるが、副会長は戦前も東京クラブの会員で

あり、当時、ＧＨＱ勤務のラッセル・ダーギン

氏であった。戦後、日本が国際組織に復帰した

のはロータリークラブが最初である。このよう

に戦後日本のロータリークラブ再建にはＧＨＱ

の影が強い。 

マッカーサー元帥はじめアメリカの進駐軍の多くがフリーメーソンであり、日本国憲法はアメリカ

の独立宣言、フランスの人権宣言と並んでフリーメーソン思想によって作られている。戦後の日本

をフリーメーソン思想で作ろうとしたとき、米軍関係者が多く入っていて規律が厳格で秘密結社で

あるフリーメーソンよりその下部組織で大衆組織であるロータリークラブやライオンズクラブを日

本に普及させた方がよいとＧＨＱが考えた節がある。 

ライオンズクラブは 1917年にロータリークラブより分かれて作られたが、日本では戦後の 1952年

にフィリピンのマニラ・ライオンズクラブをスポンサークラブとして作られている。 

ちなみにマニラは戦前マッカーサー元帥のいたところである。フリーメーソン思想を日本に普及さ

せるにはロータリークラブだけでなくライオンズクラブも日本に作り競争させた方が普及拡大が速

いとＧＨＱが考えたようだ。それもあってか、戦後のロータリークラブ、ライオンズクラブの日本

での普及拡大には目を見張るものがある。 

 

本日の行事：新会員入会式 

卓話「６年目のロータリーを迎えて」      

◆本日の出席：６５名中３９名    

◆先々週の出席率：６５名中５２名 80.0％ 

         （前年同期 78.46％） 

 

◆先週のメークアップ（敬称略） 

  ２月２５日加茂ＲＣ  

石黒隆夫、金子太一郎 

       三条東ＲＣ 馬場直次郎 

       燕ＲＣ 石川勝行 

山崎 勲、加藤 實       

    ２７日地区運営会議＆諮問委員会 

           中條耕二 

 

          

　　　　　　　2015 -2016 年度 
　　　　　国際ロータリー会長：Ｋ.Ｒ.ラビンドラン「世界へのプレゼントになろう」

　　　　　第２５６０地区ガバナー：山本　和則「夢（gift）を明日へ繋げよう」

　　　

          三条北ロータリークラブテーマ「ロータリーの輪を広げよう」
　例会日：火曜日12：30～13：30

　例会場：三条ロイヤルホテル　℡34-8111

ＳＡＡ ：石川　一昭 　事務局：三条市本町3-5-25三条ロイヤルホテル内

　ＴＥＬ：0256-35-7160　　FAX：0256-35-7488

会　長：外山　晴一　　　　　　　　　　
幹　事：渋谷　義徳　　　　　　　　　
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幹事報告：渋谷義徳幹事  

・日本事務局より ロータリーレートのご案内 

         ３／１より １ドル＝１１６円（現行１２０円） 

・日本事務局資料室より 「ロータリー財団百年誌」のご案内 

            １冊 ＄40 ご希望の方は事務局まで      

・地区ライラ委員長より 第１５回ライラ研修報告書の送付について 

・三条市特別支援教育研究協議会より 「どんぐり」第４５集の送付について 

・三条市青少年育成市民会議より  

「家族・地域のきずな」に関する標語 表彰式出席のお願い 

          3月 19日(土) 13：30～  三条ものづくり学校 多目的ホール    

理事会報告：第９回 平成２８年３月１日（火）１１：３０～１２：３０ 

出席者：外山晴一、金子太一郎、丸山 勝、渋谷義徳、石川勝行、石川一昭、岡田 健、落合益夫

早川瀧雄、武田恒夫、今井克義、石丸 進、羽賀一真、岡田大介、佐藤秀一  

              出席数：１５/１６（内委任状３） 

協議事項１．米山奨学生世話クラブの件       承認 

      メキシコからの留学生 長岡技術化学大学修士課程在学  

      カウンセラー岡田 健会員 

 

新会員入会式 

佐藤啓策さん (株)ビジネスセンター・サトウ労務研究所 

三条市須頃１―２８ ℡３６－８０００ FAX３６－８００１ 

代表取締役・次長  

事業内容：経営コンサルタント 

 

私の再入会を許可して頂き大変ありがとうございました。 

社会保険労務士、行政書士、ＩＳＯの審査会社をやっております。 

７年前の１月に妻の母が脳梗塞で突然亡くなりましたが、ショックで妻

が体調を崩し、なかなか治らず、私はやむなくクラブを退会しました。 

妻をインドに連れていきました。現地の人と話したり、見学したりしま

した。妻も元気になり、いつの間にか治っていました。 

大野さんとは仕事のお付き合いもあり時々お会いしたときに、お誘いを

頂いておりこの度再入会させて頂きました。 

自宅は燕、会社は三条と言う事は、以前と何も変わりありません。 

これから又、皆さんにお世話になりますが、どうぞ宜しくお願い致します。 

 

＊＊＊＊＊ロータリー財団ボックス１日現在累計３５４,０００円＊＊＊＊＊ 

＊佐藤啓策さんの入会を祝して皆様から 10＆3にご協力頂きました。 

 

＊＊＊＊＊米山奨学ボックス１日現在累計４４６,０００＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

中條 耕二君 佐藤啓策氏のご入会を祝して 

石川 一昭君 臨時収入が入りましたので佐藤委員長に協力。ホンの気持ちです。 

石丸  進君 佐藤さん、ようこそご入会くださいました。歓迎いたします。 

米山 忠俊君 本田会員、本日の卓話ご苦労様です。佐藤啓策会員、今後とも宜しくお願いします。 

佐藤 秀一君 協力させて頂きます。 

高橋 研一君   〃 

笹原 壯玄君 インフルが流行っています。お互いに気を付けないと！ 
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樋口  勤君 米山に協力 

佐藤 弘志君 本田さんの卓話に期待して！ 

西村  護君 米山委員として協力。佐藤さんの再入会を祝して。 

 

＊＊＊＊＊ニコニコボックス１日現在累計６３９,０００円＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

本田 芳久君 本日２回目の卓話となりました。皆さん宜しくお願い致します。 

斎藤 良行君 本田さんの卓話 楽しみです！ 

花井 知之君 本田さんの卓話に感謝 

福岡 信行君 午前中、娘の卒業式に出席してまいりました。自分の夢に向かい更に頑張って欲し

いです。本田さんの卓話、楽しみにしています。 

渕岡  茂君 佐藤さんとは勉強会でよくお会いします。ロータリーで又お付き合いできて幸いで

す。 

早川 瀧雄君 本田会員の卓話楽しみです。佐藤啓策様の入会おめでとうございます。末永い付き

合いをお願いします。 

今井 克義君 本田芳久会員の卓話、感謝致します。楽しみにしております。 

石川 一昭君 佐藤啓策様ようこそ!!入会おめでとうございます。 

渋谷 義徳君 佐藤啓策さん、入会をお待ちしていました。 

外山 晴一君 佐藤啓策さんの入会、大歓迎です。 

高橋 彰雄君 ＢＯＸに協力 

落合 益夫君   〃 

佐藤 義英君   〃 

森   宏君 ニコニコボックス：残り 4 ヶ月で大台は厳しい状

況です。何卒ご協力宜しくお願い致します。 

＊２月のコメント賞は大野新吉会員です。 

 

本日の行事：卓話「６年目のロータリーを迎えて」本田 芳久 会員 

皆さん、こんにちは、

２０１０年３月２日入

会の丁度、６年目のロ

ータリーを迎えました、

本田芳久です。「えっ、

もう６年生？小学校終

わっちゃう。気分は未

だ、新入会員です。」

まあ、それでも、なん

となく、おぼろげに外

殻が見え始める頃だとも思われます。 

今まで、チンプンカンプンだった、横文字入り・

カタカナ入りのロータリー用語、各委員会の活

動内容と意義など、皆さんと活動を共にして行

くごとに少しずつ、理解していくことが出来ま

した。 

ロータリークラブの在り方とは、そして、その

評価は、との問いには、現状としては、最近、

頭に入れた、ロータリーの成り立ちの話である、

例会時の外山会長のお話での、フリーメイソン

を母体とした、貴族階級の知見と心構えをベー

スに、共に未来を見据える人達の共同体であっ

たと認識しましたが、日本では、現在、戦後等

の事情による、紆余曲折を経て、日本お得意の、

ジャパニズムを加味した上での日本風ロータリ

ーになっているとのお話は、興味深く、聞く事

が出来ました。卓話２回目となると、同じ自己

紹介もどうかと思いましたので、退屈な話にな

るかもしれませんが、私なりに、「ロータリー

とは、なんぞや！」ということを６年目を迎え

て、自分なりに、再認識してみることにしまし

た。（他に、３０分の卓話にチャレンジする、

話題が無かったことも事実ですが。） 

かってな考察につき、何か間違った所等があり

ましたら、後で、こっそり、やさしく、お教え

ください！よろしくお願いいたします。 

＜ロータリーの目的＞：「意義ある事業の基礎

として奉仕の理念を奨励し、これを育むことに

ある。 

①知り合いを広めることによって奉仕の機会と

すること。 

②職業上の高い倫理観を保ち、役立つ仕事はす

べて価値あるものと認識し、社会に奉仕する

機会としてロータリアン各自の職業を高潔な

ものとすること。 

③ータリアン一人一人が、個人として、又事業
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および社会生活において、日々、奉仕の理念

を実践すること。 

④奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネッ

トワークを通じて、国際理解、親善、平和を

推進すること。 

「ロータリーの理念」：ロータリーは人道的な

奉仕を行い、あらゆる職業において高度の道徳

的水準を守ることを奨励し、かつ世界における

親善と平和の確立に寄与することを目指した、

事業および専門職務に携わる指導者が世界的に

結び合った団体である。これに相対しての「ロ

ータリーの行動規範」は 

①人として、または事業において、高潔さと高

い倫理観をもって行動する。 

②取引のすべてにおいて公正に努め、相手とそ

の職業に対して尊重の念をもって接する。 

③自分の職業スキルを生かして、若い人びとを

導き、特別なニーズを抱える人々の生活の質

を高める。 

④ロータリーやほかのロータリアンの評判を落

とすような言動はさける。 

⑤事業や職業における特典を、ほかのロータリ

アンに求めない。 

これらの大原則から推察するのに、特徴的なこ

とは、「職業」と言うキーワードです。様々な

社会を構成する職種において、必要で無い職業

など、無い、各人が高潔さと高い倫理観をもっ

た上で、各職業において、利潤追求していき、

その上で、網の目のように、世界を覆っていけ

れば、偏った貧困の無い、平和な世界が訪れる

という考え方の規範となるものだったと思いま

す。かつて、P・Fドラッカーが、組織論をもと

に、社会的責任性に裏打ちされた、利潤追求が、

世界を有るべく形へいざなうのだとした、「ド

ラッカー理論」により、資本主義の正当性が広

く、規範になったと理解していますが、ロータ

リークラブも他、団体も、利潤追求の後に、そ

の恩恵を、社会に対して、「奉仕」という言葉

において、還元していこうと言う趣旨だと思い

ます。ドラッカーは、あくまで理論、実際の行

動こそが、ロータリー等の奉仕に重きを置く、

団体なのではと考えています。 

しかし、今、世界で起こっている、不可解な事

象は、今までの多くの人に共感、理解されてい

た、規範となる理論に、時間と共に、垢や、矛

盾がこびりつき、ズレが生じはじめているのが

原因なんだと思います、現代にマッチした、新

たな、多くの人々の規範となりえる理論が紡ぎ

出されるのを待っている、生みの苦しみの中に、

世界がもだえているように思えてなりません。 

ロータリー入会後、良かった事、参考になった

事としては、昔は、料理だけを主軸に捉え、地

下の調理場に籠り、それ以外はかみさんにまか

せっきりでした。 

入会して、他業種の方達と知り合いになれて、

色々な価値観、などにふれ、時間がゆるす時は、

例会には積極的に参加していこうと思えるよう

になっていきました。それでも仕事柄、忙しい

季節は、一ヶ月まるまる欠席してしまうことも

ありますが、それを過ぎると不思議に、おっく

うがらずに、次の例会には、出席することが出

来ました。まあ、これには賛否があると思いま

すが、他クラブに比べ、北クラブが、出席率に

対して、割と寛容でいて頂けるのが、私にとっ

ては本当に、大変にありがたいことに感じられ

ました。 

委員会活動としては、ほぼ「親睦畑」を歩んで

おり、委員長も一度経験させていただきました。

あとは、社会奉仕委員会で、もと、サッカー選

手の講演の司会も経験しましたが、もう、いっ

ぱい、いっぱいで、大変緊張したのを思い出し

ます。 

そして、現在のクラブ会報と親睦委員会の二足

のわらじとなっております。 

本日、２度目の卓話となりましたが、１度目同

様、全く慣れません。 

３０分、人前で話すことの難しさを痛感してお

ります。卓話で、流暢にお話しされている方を

前にすると、尊敬の念と共に、羨ましく思いま

す。 

昔から、「板前」は、話下手だというのが有る

のですが、典型的な板前でございます。 

「ロータリーに入会したら、話上手になれたよ」

なんて言えたら、新入会員の勧誘なんかもしや

すいのですが！ 

ロータリーの基本活動であり、最も重きを置く、

毎週の例会についての感想ですが、今期の例会

の運び方は、タイトで、必要十分、今までの懸

案だった、卓話時間の安定した時間の確保の面

からも十分にクリアされていると思います。 

ただ、願わくば、今日、この日だけは、なにか

トラブルにみまわれて、卓話時間が半分位にな

っても良かったのではと私は、せつに思います。 

個人的には、「握手タイム」は良い慣行だと感

じていましたが、実際、時間を取られていたの

も事実、又、食事前に大勢と握手するのも、昨

今の衛生観念上から考えても、（ノロウイルス

等の感染症は、人情では、予防出来ません！） 

目と目で「やぁ！」で良しとするのも有りなの

かと考えます。 

各人の都合でなく、体調面での欠席は無い方が、

有益だと思います。 
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私ども、飲食関係の業種の者達にとっては、本

当に、頭の痛い問題であります。 

例え、因果関係がはっきりせずとも、当該施設

の責任の上での事として処理されます。又、従

業員の体調管理にも日々、神経を使っています

が、就業前に体調の変化がある場合は、申し出

るよう言ってはあるのですが、これも又、仕事

しながら途中で気付く事が、大半であり、その

都度、肝を冷やすことになります。「眼に見え

ないもの」への対処法の難しさを思い知らされ

ます。まあ、知識をもった上で、最善を尽くす

しかないのでしょうが！それと、異常気象・異

常気象と数年来、聞かされてきたフレーズです

が、昨今、私達の業界にも直接的な影響を与え

始めました。 

今までもニュース等で、これこれの魚の水揚げ

が非常に悪くて高値を呼んでいるというような

ふれこみだったのですが、実際は、限定的な地

域の事象だったので、他地域からの流通でカバ

ーされていたのです。距離が有るはずの日本に

おいて、日本列島全体が、同じ影響を受ける割

合が増えているように感じられてなりません。

そうなると、本当に魚が手に入らなくなります、

せっかく、ご予約頂いても、こんな日に遭遇す

ると、「ほんと、ゴメンなさい！」的な感じに

なることも有ります。自然には敵わないという

事なのでしょうが、今後の展開次第では、道は

開けるかもしれません。 

日本の魚の養殖技術をなめてはなりません。ま

だまだ、限られた品種のみでの事ですが、本当

に、世界最高レベルだと思います。例としては、

最近ニュースとなった、養殖鮪や、私も利用し

ていますが、「鯛一郎君・鰤次郎君」を筆頭に、

愛媛県が養殖の、スペシャリストだと、思いま

す。地方でも、その傾向は強まっています。 

近くでは、長野県は、川魚を主体に素晴らしい、

養殖技術を発信しています。「鯉、信州サーモ

ン、岩魚、ニジマス」など、私が知っているだ

けでも、素晴らしい品質のものが既に有ります。

日本人としては、天然物が最上とする向きは解

かるのですが、昨今の事情により、安定的な美

味しさを求めるなら、養殖ものの方が、既に上

位かもしれません。 

天然物は、その時の状況に左右されすぎますし、

天候の影響をもろに受けます。今後は特にその

傾向が強まると思います。栄養価の面でも、魚

は身体に良いとされるのは、魚の持っている油

です。当然、養殖の方が豊富とされています。

今まで養殖化は無理とされていた物でも、どん

どん、技術革新により、成功例が出てきていま

す。この養殖技術の革新と、共に、世界レベル

なのが、冷凍技術と解凍技術です。 

まさにこの技術は、「タイムマシーン」です、

これらを駆使した、ハード機器は次々に生みだ

されています。どれも最先端な物は、一般人が

購入出来る金額ではありませんが、今後、この

三者が高いレベルで組み合えば、食料全般にお

いて、すごい事が起りそうな気がします。 

それこそ、今後の世界の課題である食糧危機の

解決策にもなりえるのではないでしょうか？ 

まあ、そうは言っても、これ以上の異常気象や、

天変地異も、もう結構、なんらかの歯止めがか

かってくることを切に、希望いたします。
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